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■トランザクションも大事

前回は特別編その1として、Web

サービスを用いるシステムにおい

て、考慮すべきセキュリティの話題

を取り上げました。公衆回線（イ

ンターネット）を用いる場合には、

特にセキュリティに注意を払うべ

きだとはいえ、そのために特別な手

法を使う必要はないことを理解し

ていただけたのではないでしょう

か。

今回は特別編その2として、Web

サービスを用いるシステムにおい

て、考慮すべきトランザクションの

話題を取り上げようと思います。

■トランザクションが重要なワケ

すでに理解している方も多いと

は思いますが、あらためてトランザ

クションとは何か、なぜ必要なのか

について考えてみましょう。

「トランザクション」とカタカナ

で表現すると、もうひとつピンとき

ませんが、まずは「処理の単位」だ

と考えてください。この言葉は、概

念を意味することもありますが、シ

ステムの機能を意味することもあ

ります。トランザクションは、シス

テム上で行なわれる処理の概念で

もあり、それを実現するための機能

でもあるわけです。

では、トランザクションはなぜ重

要で、なぜそれを意識しなければな

らないのでしょうか。

ひとつの処理を始めてから、終

えるまでを管理するための単位、

それはシステムごとにさまざまなも

のが考えられます。たとえば注文処

理を始めてから終えるまで、銀行

の口座振り込みを始めてから終え

るまで、列車や映画館の座席予約

から発券までなどです。いずれにし

ても、そこで発生するデータを記録

するためには、いくつかのステップ
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を経なくてはなりません。

データの記録先として使われることの多いデータベー

スの場合であれば、データを記録するためのSQLが複数

回発行されます。発行されるSQLのひとつひとつがステ

ップであり、それらがすべて完了しなくては、処理は完

結したといえません。万が一、そのステップが途中で中

断されてしまったら、データベース上のデータの整合性

が保てなくなってしまうでしょう（図1）。

そうならないようにするには、処理の開始地点を記録

し、処理の終了地点に来るまでデータを確定しない仕組

みが必要です。データベースのトランザクション機能は

これを実現しており、何らかの理由によって処理を中止

したい場合には、「ロールバック命令」を発行すると、デ

ータの変更を取り消して処理の開始地点の状態へ戻しま

す。オラクルデータベースでは、この仕組みを「Undoセ

グメント（ロールバックセグメント）」によって実現して

います［注1］。

ユーザーによる取り消しの要求やシステムの不具合、

ハードウェアやソフトウェアのトラブルなど、処理を完

結できなくなる原因はさまざまです。とはいえデータの

整合性を保つためには、どのような原因であろうとも、

完了していない（コミットしていない）トランザクショ

ンは必ず元に戻さなければなりません。オラクルデータ

ベースでは、主に「REDOログ」を用いてそれを実現し

ています。

いずれにしても、確定していないデータを残さないこ

と、これがトランザクションが重要な役割を果たしてい

るという理由です。

■排他制御と入力データの記憶

トランザクションの役割や利用目的はデータの整合性

を保つことだけなのかというと、決してそうではありま

せん。

次に大切なのは、変更中のデータ（行）を他のユーザ

ーに変更させないこと、つまり排他制御（ロック）の実

行です。データベースによって、選択できる排他制御の

オプション数や粒度に差はありますが、トランザクショ

ンの実行中はロックが継続され、確定（コミット）また

は取り消し（ロールバック）が行なわれるまで解放され

ない点は共通しています。データベースを扱うプログラ

マは、この機能のおかげで自分が書き込みを保留してい

るデータを、他の人が書き換えてしまう危険性を排除で

きるわけです。

ところが、インターネット（HTTP）を利用するアプ

リケーションの場合、トランザクションの利用が制限さ

れてしまいます。なぜなら、HTTPがステートレス、つ

まり毎回接続を解放するプロトコルだからです。

データベースのトランザクション機能を用いる場合、

トランザクションの継続中はデータベースとクライアン

トの間で、セッションを保っていなくてはなりません。

ところが、HTTPの場合にはそれが実現できないために、

トランザクションもサーバーにリクエストを送信するた

びに確定しなければならないのです（図2）。もちろん、
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注1）ひとつのデータベース内で完結しないようなトランザクションを実
行する場合、TPモニタのようなトランザクションを管理する専用の仕組
みを利用します。

トランザクションの開始点

この間でトラブルがあったら、
開始点の状態までデータを
戻せないと困る

トランザクションの終了点

口座振替処理依頼

口座Aの残高確認

口座Aの残高変更

口座Aへの明細書き込み

口座Bの残高変更

口座Bへの明細書き込み

振替処理完了の記録

すべてのI/Oを確定

確定後は元に戻れない

図1：トランザクションの必要性

排他制御と入力データの記憶




